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改善の内容 

全車両、点検のうえ、補機駆動ベルト用オートテンショナーが対策前品の場合は取り付けボルトととも

に対策品と交換する。 

 

注：図中の        内は、交換する部品を示す。 
 
識別：エンジンフードのストライカーに、白または黄色ペイントを塗布する。 

 

エンジンの補機駆動ベルト用オートテンショナーにおいて、取り付けフランジ部の形状が不適切なた

め、オートテンショナーのベアリングが経年変化で摩耗し摺動抵抗が増大した状態で高負荷運転を繰

り返した場合にフランジ部に亀裂が発生することがある。そのため、そのまま使用を続けるとフラン

ジ部が破損し、最悪の場合、当該ベルトが外れ、警告灯が点灯し、ステアリング操舵力が増大すると

ともに、バッテリー上がりやオーバーヒートに至るおそれがある。 

基準不適合発生箇所 

補機駆動ベルト用オートテンショナー 

補機駆動ベルト 
取り付けボルト 

(2 本) 


